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○ 重要な橋梁は優先的に修繕や更新を行う一方、重量制限や通行止めなどの使用制限、さらには必要性
が低下した橋梁の統合・廃止を行うなど、メリハリのある橋梁老朽化対策を推進するため、修繕や更新
等の措置の優先度を明確にする「橋梁トリアージ」を実施。

課 題
○ 老朽化対策の推進に必要な予算や人員がますます厳しくなる状況におい

ても持続的かつ適正に対策を推進することが必要。
○ 限られた予算や人員で老朽化による事故等のリスクを最大限回避すると

ともに、将来市民に過度な負担とならないよう管理橋梁の総量適正化が必要。

取 組
○ 平成27年度に「富山市橋梁マネジメント基本計画」を策定し、メリハ

リのある老朽化対策の推進を基本方針の一つとして明記。
○ 管理水準の適正化を図るため、道路の位置づけや役割を評価し、措置の

優先度を明確にする「橋梁トリアージ」を実施。

効 果
○ 「橋梁トリアージ」により、これからの老朽化対策では修繕や更新のみ

ならず重量制限や通行止めなどの使用制限の実施、さらには統合・廃止を
推進するという明確なメッセージを押し出すことができ、内部における意
識改革や身近なインフラに対する市民の意識の変化につながっている。
・H28年度以降、使用制限の実施・継続を判断した橋梁数
重量制限：５橋 通行止め：４橋

○ また、橋梁の利用実態に合わせて一定程度の機能低下を許容するなど、
管理水準の適正化を図ることで、これまでの一律の維持管理から脱却し、
重要な橋梁の修繕や更新について重点的な対応が可能となり、安全な通行
の確保につながっている。

〈「橋梁トリアージ」による橋梁老朽化対策の推進〉

★効果的な公共施設マネジメント〈富山県富山市（人口約42万人）〉
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区分B、Cにおいては今後の人口動態や利用実態の影響により

将来廃止の可能性も考慮

社会経済活動を維持・向上するために
絶対的に必要な幹線道路上の橋梁

幹線道路を補完する道路のうち
社会的必要性が高い道路上の橋梁

日常生活を支える
身近な道路に存在する橋梁

必要性が低下した橋梁や
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修繕・更新 使用制限

一定の機能低下は許容 効率的な維持管理
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